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 大阪回生病院睡眠医療センターは 1998 年に開設され、総合的な睡眠医療を目指して

診療を行っています。昼間の眠気の増加する睡眠時無呼吸症候群、ナルコレプシー、睡

眠不足症候群および、不眠、中途覚醒をきたす疾患などが対象となります。多くの患者

様は睡眠時の検査が必要となり、一晩病院に泊まっていただき、無呼吸の程度、あるい

は睡眠の質などを調べ、この結果より治療方針を決めます。 
睡眠時無呼吸症候群では重症の場合、高血圧などの循環器系の合併症のある場合には、最も確実であ

る「鼻マスク持続気道陽圧療法（ＣＰＡＰ）」をすすめます。しかし、現在の保険診療のもとでは、毎月

一回の受診が必要となってしまいます。軽症の場合には、平成１６年４月より口腔内装具の保険適応が

認められ、口腔外科の協力のもとに、多くの患者様に口腔内装具を作成しています。また子供の場合に

は、アデノイド、扁桃肥大が睡眠時無呼吸の原因となり、耳鼻咽喉科で手術を行っています。このよう

に、当院では多くの診療科の協力のもとに、治療に関しましても総合的な睡眠医療を行っています。 
 開設より６年間で初診患者数は 8,000名を超え、年間の睡眠検査 2,000件、延べＣＰＡＰ対象者は 2,500
例（2003 年度ＣＰＡＰ新規導入約 650 例）と日本でトップレベルの診療実績があります。 
 多くの医院、病院、また、当院通院中の患者様からもご紹介をいただき、このような実績を達成する

ことができました。皆様のご支援のおかげです。紙上をかりて御礼申し上げます。 
 当センターでは、現在 5 名の常勤医師で診療を行っております。診療申込数の急増で初診のご予約な

どにご迷惑をおかけした時期もありましたが、お待ちいただく時間などもかなり改善されております。

完全予約制にて診療をおこなっておりますので、受診ご希望の方は睡眠医療センター（06-6371-6234  
内線 640）までご連絡ください。 
                              ＜睡眠医療センター長 大井元晴＞ 

フォーカス 

睡眠医療センター 

院是（理念） 
我回生病院は之を永遠に維持し人類の疾患を救療し一視同仁博愛慈善をもって院是とす。 

 
基本方針 

1. 高度な最新の医療をやさしく安全に提供します 
2. 病者の人間性を大事にし、さらにその主体性を尊重し、発揮できる医療を提供します 
3. 地域の中で求められている医療を提供します 
4. 病院職員全員がチームとなり、その能力を充分に生かしあう医療を提供します 
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＜専門外来の紹介＞ ～Ｐａｒｔ.5～   「「「血血血管管管外外外来来来」」」 

 

◎対象症状     ・閉塞性動脈硬化症（ＡＳＯ） 

             ・腹部大動脈瘤（ＡＡＡ） 

             ・下肢静脈瘤 

◎検査内容     ・跛行症状等入念に問診し、同日ＡＢＩ（脈波図）・ 

             ｄｕｐｌｅｘ ｓｃａｎｎｉｎｇ（血管エコー）を施行しています。 

             また、必要に応じてＣＴ・ＭＲアンギオで治療方針を 

             決定しています。                               渡部 雅人医長 

◎診察日      ・毎週 火曜午後 （予約制） 

◎担当医師     渡部 雅人 外科医長 

◎診療内容     ＡＳＯに対しては、運動、内服療法・カテーテル治療・バイパス手術等、すべてに 

           対応しています。ＡＡＡに対しては瘤径５ｃｍ以上を手術適応とし、手術治療を行って 

           います。  

トピックス 

 

口腔ケアやってます！ 

 

  当院では主に入院患者様を中心に歯科医師と歯科衛生士により、 

口腔ケアアセスメントシート及びチェックリストをもとに専門的な口腔 

ケアを実施しています。 

＜対象者＞ 

・ 口腔清掃の自立が困難、またはできない患者様。 

・ 介護者による口腔清掃が困難、またはできない患者様。 

・ 口腔内状態に口臭、歯肉出血、開口障害、含嗽が困難等の問題がある患者様。 

・ 誤嚥性肺炎の危険性がある患者様。 

＜効果＞ 

                 ・ 口腔疾患の予防 

                 ・ 感染予防 

                 ・ 口腔機能回復を維持 

                 ・ 唾液分泌の促進 など。 

！口腔ケアを希望される方は、主治医、もしくは歯科口腔外科までご相談ください。 

   ※口腔ケアは必要に応じて症状に適したケア用具の選択をし、購入していただく場合もあります。 
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＜お知らせ＞ 

☆早朝外来が予約制へ変更となります。 

10/19 より早朝外来が予約制となります。現在当院通院中の患者様で、診療受付時間内の来院が困難

な場合、ご予約をおとりいただき、早朝外来にて定期検査・定期処方・点滴等をおこないます。ご希望の方

は受診科窓口、主治医までご相談ください。尚、各専門科での受診が必要な場合は従来通り診療受付時

間内に来院いただくことになりますのでご了承ください。 

 

☆アンケート実施について（御礼） 

 10/6、外来通院された患者様 500 名を対象に「患者満足度調査」のアンケートを実施 

いたしました。 

現在、入院中の患者様 200 名を対象に実施しております同様のアンケートと共に結果 

は 11 月下旬に院内掲示等でお知らせする予定です。 

 診療後でお疲れの中、アンケートにご協力いただきましてありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                              

    互恵会 大阪回生病院 

病院長 菊池 幹雄               ＜発行者＞ 地域医療連携室 

〒531-0072                    ＜発行日＞ 平成 16 年 10 月 15 日 

大阪市北区豊崎 4-6-6             ＜ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ＞ 

TEL  06-6371-6234                http://www.kaisei-hp.co.jp/ 

FAX  06-6371-8592 
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「患者様の声」より  当院では、患者様や家族の方々のご意見をうかがう「患者様の声」を設けていま

す。その回答の一部を院内掲示板と紙面にてご紹介させていただきます。皆様のご

意見を参考にこれからもよりよい病院づくりに励みたいと考えております。 

 

 

声）受付開始が 8:00 からなのに採血が 8:30 からしかできない。 

答）8:00 より採血受付ができるよう改善し、説明も十分おこなえるよう、職員の再教育もいたしました。 

 

声）看護師のナースキャップがないのは不自然なので復活して欲しい 

答）感染防止等で全国的にキャップを外す事が推進されておりますので、ご理解いただきたいと思います。 

 

声）ＭＲＩ検査室の更衣室に清潔感が無かった。 

答）入念に清掃・整備を行い、清潔感のある更衣室になるよう改善いたしました。 

 

声）内視鏡検査室でプライバシーが保たれていない整備がみられた。 

答）検査室の間仕切りやカーテンを取り替えることにより、プライバシ―に配慮した構成にし、職員にもプライバシ 

ーの配慮に対する再教育を行いました。 

 

声）病院移転にあたり身体的理由で通院が困難な為、不安です。 

答）新病院は立地的には交通の便利な所ではありますが、身体的理由により通院が困難な患者様への対応は現在検討 

しております。 


